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　2024年6月1日より熊本リハビリテーション病院に赴

任いたしました堀内正孝といいます。出身地は福岡市

で、満55歳となります。平成7年に北九州にある産業医

科大学 医学科を卒業し、同大学 第二内科に入局いた

しました。第二内科は循環器・腎臓を専門としており、初

期研修後は循環器内科を専門としてきております。九州

労災病院 循環器内科、北九州市立戸畑病院 循環器内

科に勤務した後、産業医科大学病院に戻り、臨床と研

究を行っておりました。平成14年より熊本赤十字病院  

健康管理センター、熊本労災病院  循環器内科と熊本

での勤務が続きました。熊本労災病院勤務時代から虚

血性心疾患に対するカテーテル治療を本格的に行って

きました。社会保険 直方病院 循環内科、新行橋病院 

循環器内科と渡り歩き、平成24年より再度熊本にくるこ

ととなり、杉村病院 循環器内科に勤務となりました。杉

村病院では13年勤め、主に急性心筋梗塞、狭心症等の

虚血性心疾患の治療にあたっておりました。この度、

縁あって熊本リハビリテーション病院に勤務することと

なりました。これまでの経験を活かし、循環器疾患の治

療を通じて地域医療に貢献していきたいと思っており

ます。よろしくお願いいたします。

　熊本リハビリテーション病院では、主に心不全の予

防、及び治療に力を入れていきます。

　昨今、心不全パンデミックという言葉をよく耳にする

ことがあります。超高齢化社会を迎え、生命予後が伸び

ましたが、それに伴い脳卒中、循環器疾患の血管病も

増加してきり、75歳以上の後期高齢者においては、死

亡原因1位となっております。2016年に脳卒中と循環器
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病克服5か年計画が発表され、2018年には循環器病対

策基本法が制定されました。なかでも心不全は重要疾

病とされ、対策が実施されております。

　心不全治療も、薬物治療が進化し以前に比べ選択肢

が多くなってきております。また、デバイスによる非薬物

療法も進化してきており、より高齢者でも安全に治療が

受けられるようになってきております。しかし、心不全は

適切な治療を行っても進行性であり、生命予後だけで

なくQOL改善も重要であり、そのためには運動療法、

及び多職種チームによる疾病管理にて運動耐用能と

QOLを改善させることが必要であります。

　当院においても回復期、維持期における心臓リハビリ

テーションの強化、多職種チームによる疾病管理プログ

ラムの推進を行っていきます。

多職種チームによる
疾病管理プログラムの推進を目指して

高気圧酸素治療装置

透析装置・血液浄化装置

　高気圧酸素治療（hyperbaric oxygen therapy：HBOT）

は、高濃度（100%）酸素を高い気圧環境（2～2.5気圧）で吸

入します。これにより大気圧（1気圧）で取り込む酸素の14

～18倍にあたる多量の酸素を血液中に溶解し、身体のす

みずみまでいきわたらせることで病気やケガで損なわれ

た組織の回復を促します。適応疾患には、骨髄炎・難治性

潰瘍を伴う末梢循環障害・皮膚移植・突発性難聴・脳梗塞・

脊髄神経疾患などがあります。

　当院には、第1種高気圧酸素治療装置（SECHRIST / Model 3300HJ）を3台設置しており、年間約2,000回の治療を実

施しています。また、日本高気圧潜水医学会の認定施設であり、治療にあたるスタッフも日本高気圧潜水医学会の専門

医・専門技師の認定資格を取得しています。

　入院中の血液透析患者を対象に血液透析（Hemodialysis：

HD）を実施しています。様々な透析方法に対応できるよう、個人

用多用途透析装置（日機装 / DBB‐200Si）を導入しています。

かかりつけの透析施設と連携を図り、スタッフ一同で安心安全

な透析治療の提供を心掛けています。

　また、下肢救済センターにおける補助治療として、吸着型血

液浄化療法を多用途血液処理用装置（日機装 / 血液浄化装置

PureADJUST）を使用して治療を行っています。

　CLTI（包括的高度慢性下肢虚血）疾患に対して、血液中の

LDL及びフィブリノーゲンを吸着除去し、血液・血漿の粘性低

下と血管内腔を広くすることを目的として行う治療です。閉塞性

動脈硬化症における難治性潰瘍では、末梢血管の血液循環改

善による治療効果が期待できます。 ▲個人用多用途透析装置 ▲多用途血液処理用装置

第1種高気圧酸素治療装置
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